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５月２３日（金）１７：００～１７：３０　第１３回　検数労連１８春闘交渉　


日検関係：全ての地域より批准・一任を受け、１８春闘における妥結の態度表明を行う。　次のステージは１８夏季一時金！























１８春闘　日検関係の態度表明にあたり（要旨）





１８春闘の態度表明にあたり、２３日正午までに日検関係の全国意見を集約し、全地域から『批准』または『一任』を受け、１８春闘全般については要求との関係では不満が残るものの現到達をもって『妥結』を表明する。





春闘回答については、分母１ポイント前進は評価すると


の報告が上がったが、賃金引上げでは、港湾相場への未到達、複数年での世代間調整に対する不満が多く出された。春闘全体では、賃上げに対する労使の考え方の違い等により長期化につながったことへの不満が全地域から出された。


　検数労連として、産別協定履行（６５才定年延長、完全週休２日制、時間外基礎分母、港湾労働法の全港全職種適用等）の具体的協議については、検数労連の協議課題と位置付けて取り扱っていくこととする。


　その他、賃金課題を含む企業内諸課題などが山積しているが、引き続き、課題前進に向けて真摯な労使協議の実施を求める。


以上




































































前回の交渉以降、１８春闘における中闘見解に対する意見を各地域に求めました。


その結果、全ての地域より、中闘見解に対する批准・一任を受け、５月２３日（水）第１３回検数労連１８春闘交渉で左記のとおり、妥結の態度表明を行いました。


各地域からは、次のような意見が出されています。


【評価点】


①分母１ポイント前進。


②金額的に昨年比プラス回答。


③粘り強いたたかい方。











































































































【不満点】


①有額回答指定日以降、回答に対する企業間の足並みが不揃い。


②修正回答が示されなかった。


③世代間調整だけみれば一部の世代で昨年比プラスとなっているが、全体の底上げがされなかった。


④３６才以上者の賃上げ額が低い。


⑤労使共同アピール案を『具体性が見えない』との理由で


受け入れないのは、長時間労働解消に取り組む協会姿勢の

























































































































































































































































































気概が見えない。


⑥今春闘では人材への投資する姿勢が示されなかったことは明白である。


⑦交渉が長期化するも修正回答が示されなかったことが理解できない。


⑧世代間調整による格差回答は職場の働く意欲とモチベーションを低下させた。


⑨要求との関係、港湾相場への未到達。


⑩長期化した春闘について代表者会議を開催して経過説明や方針を論議すべきだった。





【組合主張】


　組合は各地域から寄せられた意見をまとめ、次の通り主張を行いました。


　１８春闘では日検協会の提示した『世代間調整』に対し、各地域から『世代間調整は格差回答』等、厳しい意見がたくさん寄せられた。


　日検協会として、もっと職場の意見に耳を傾けて反映し、来春闘に向けて努力していただきたい。


　


【日検協会】


　前回の交渉で組合に提示した『平成３０年度春闘終結に向けた考え方（メモ）』については実行していきたい。


　今交渉で出された職場の声は『生の声』として受け止めて、今春闘で表面化した各種課題については前進させてい


きたく思っている。
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　長期化した１８春闘が終わったばかりですが、６月初旬から１８夏季一時金闘争がスタートします。


　１８夏季一時金闘争の前段として、５月３０日（水）３１日（木）の２日間で、全国検数労連代表者会議を開催し、１８夏季一時金要求書とたたかい方の方針を全国で確認していきます。


　１８春闘に引き続きとなりますが、検数労連要求に結集し全国団結で１８夏季一時金闘争も頑張りましょう。
















































































６月から一時金交渉スタート！





� HYPERLINK "https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1527153894/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly8yLmJwLmJsb2dzcG90LmNvbS8tUExpM05VdlR3NFUvVjJ2WUNxbVREWkkvQUFBQUFBQUE3N1UvU29YZnNCRkZ3QXN1ejNUMzBDUEVLTnl0QkIzMWJraWRRQ0xjQi9zODAwL2dla2lqb3VfZW5kX2Zpbi5wbmc-/RS=^ADBbl89kgKLtZu21dOr9cHLJbenYrM-;_ylt=A2RCCzRmMwVbWE8AjguU3uV7" \t "imagewin" ���





各地域闘争委員会の皆様。


２月８日（木）の要求提出から５月２３日（水）まで３ヶ月以上にわたる


１８春闘闘争お疲れ様でした。引き続き６月初旬より１８夏季一時金闘争が始まります。検数労連要求の前進に向けて頑張りましょう！














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


